








要約:幼児検尿スクリーニングの主要対象疾患は,慢性糸球体腎炎ではなく,1)水腎症や膀

胱尿管逆流現象の尿路奇形,2)腎低形成や異形成,そして 3)慢性腎不全(原因の如何を問わ

ない)である。1)のうち,既に腎機能低下のある場合や 2)3)においては,β2一ミクログロブ

リン等の低分子量蛋白の尿中排泄が増加している。micro-albuminuria については,あまり

研究されていない。我々は enzyme linked immunosorbent assay(ELISA)によってスクリー

ニングできるか否かを検討した。尿β2 一ミクログロブリンは 10～5,000μg/l で,アルブ

ミンは 10～2,000μg/l で良好な標準曲線を得ることができ,スクリーニングに十分利用で

きることが分かった。また超音波によるスクリーニングは ELISA によるスクリーニングを

補完するものと考える。 


